
朝霧高原活性化委員会



委員会発足のきっかけ
■富士教育訓練センターの提案

■開校１０周年を機に社会貢献活
動の一環として地域の活性化のた
め活性化委員会の組織化を提案



朝霧高原活性化委員会
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朝霧高原の地域資源
茅(すすき)

■約３００年つづく野焼きにより

ススキ草原が維持される

※雄大な富士山の景観

※草原を好む動植物に貴重な環境
を提供

■かつては、青いうちは「秣(まぐさ)」

穂が出ると「すすき」、屋根にのせ
ると「茅」

※地域の人びとの暮らしと密接な

関係

■富士宮市の貴重な茅葺き建築



「遠っぱら三里」

昭和３９年

現在



野焼き



旧鱒の家

前田正名男爵
「富士朝霧前田一歩園」
縁の「一歩庵山荘」



「井出館」の高麗門



委員会の活動方針

１.茅を屋根材として安定生産
する体制づくりとブランド化

２.茅や茅場（草原）の持つ
機能等に関する知識、情報の
普及啓発

３.茅場と朝霧高原の地域資
源を活用した茅、茅文化の普
及啓発と地域の活性化



１.茅を安定生産する体
制づくりとブランド化
■ふるさと文化財の森制度

による必要な支援を受け、
※茅場の管理
※良質な茅の生産・出荷
を行う

ふるさと文化財の森
文化財建造物の保存に必要
な資材（茅）の供給林（茅
場）及び研修林（茅場）とし
て、文化庁により設定された森。



「ふるさと文化財の森」
朝霧高原茅場について

所 有 者 富士宮市根原区財産区

面 積 約１５２ｈａ（上図赤線の範囲）

○道の駅



ふるさと文化財の森
設定看板



朝霧高原 茅の森



朝霧高原 茅場



１.茅を安定生産する体制
づくりとブランド化
■講習会の開催



講習会(茅刈り)



講習会



２.茅や茅場（草原）の持
つ機能等に関する知識、
情報の普及啓発

■茅葺きフォーラム
■文化庁「ふるさと文化
財の森システム推進事
業」普及啓発事業の実
施



茅葺きフォーラム
平成２５年５月２５日～２６日

富士宮市市民文化会館

「富士山麓茅葺き景観の復活

世界遺産に向けて」
主催：富士宮市、富士宮市教育委員会、

日本茅葺き文化協会



見学会(井出館)



文化庁事業「ふるさと文
化財の森システム推進事
業」普及啓発事業の実施



茅葺きセミナー



～東京農業大学
エクステンションセンター
オープンカレッジとの連携～

３.茅場と朝霧高原の地域
資源を活用した茅、茅文化
の普及啓発と地域の活性化



オープンカレッジ



茅葺き古民家MAPづくり



ススキ みみづく



鳥の巣箱



茅製品



犬小屋



茅のクラフト講座



山菜採りと山菜パーティー



各種助成事業の実施

■朝霧ビバレッジ株式会社
・朝霧草原の植物、
蝶、地質等の観察会

・草原修復等の各種無料
セミナーの開催

・各種冊子の無償配布

■パルシステム「地域づくり基金」
・茅倉庫の屋根補修工事
の助成



自然観察会(地形・地質）



朝霧草原の植生修復セミナー



自然観察会(植物）



各種冊子の無償配布



茅倉庫の屋根補修事業
(茅倉庫を多目的スペースに）



今後の活動方針

▮文化財建造物の資材供給の場所と
しての機能強化

▮茅場の持つ多様な機能についての
普及啓発活動
（体験学習、環境教育等のフィールド
として活用）

▮イベント参加者や茅葺建築所有者
等との交流による新たな取り組み

▮地域住民の生きがい創出と地域の
活性化への貢献



終わり

■ 今後とも、

朝霧高原活性化委員会

の活動に、ご理解、ご支援

ご協力をいただきたく

お願いいたします。


